お 月 様の 唄 



i 島 与 志 雄 



お 月 様の 中で、 

尾の ない 鳥が、 

金の 輪 をく うわえて、 

お、 お、 落ちます よ、 

お、 お、 あぶない よ。 

むかしむかし、 まだ 森の 中には 小さな、 可 勢 い 森の 

おお ぜ 、圍. 

精 達が 大勢い ました 頃の こと、 ある 国に 一人の 王子が 

いられました。 王様の 一 人 子で ありまし たから、 大事 



に 育てられて いました。 王子 はごく やさしい、 心の 美 

しい 方でした。 

王子 は 小さい 時から、 どういう もの か 月 を 見る のが 

非常に 好きでした。 よくお 城の 櫓に 上ったり、 広い 

お 庭に 出たり して、 夜 遅くまで 月 を 見て いられました _ 

月 を 見て いると、 亡くなられた お母様 を 見る ような 気 

がしました。 母の 女王 は、 三 歳の 時に 亡くなられ たの 

で、 王子 は その 顔 も 覚えて いられませんで したが、 ど 

う 考えても お母様 は 月に 昇って ゆかれた ように 思われ 

てな りませんでした。 それで、 じっと 月 を 見て は 亡く 

なられた お母様の こと を 考えて いられました。 



王子が 八 歳に なられた 時、 ある 晚 やはり いつものよ 

うに 庭に 出て、 一人で 月 を 見て いられ ますと、 どこか 

やぐる まそう 

ら ともなく 一人の 小さな、 頭に 矢 車 草の 花 をつ けた 

j 尺ば かりの 人間が 出て 来ました。 そして 王子の 前 

に ひよ つ こりと 頭 を 下げました。 

王子 はび つくりされ ました。 そんな 小さな 人間 はま 

だ 見た こと も 聞いた こと もありません ので。 けれども 

王子 は 姿 はやさし く 心 は 美しい 方でした けれど、 後に 

国王と なられる ほどの 人であります ので、 非常に 強い 

勇気 を 持って いられました。 それで 落ち 付いた 声で、 

い つ しゃくほうし 

一 尺 法師に たずねられました。 



あると か、 そういう こと を 前から 言い あてました。 王 

子 は それ を 聞かれる と、 いちいち 父の 国王に 申し上げ 

ました。 国王 は 笑われ ましたが、 王子が あまり 何度も 

こころ 

申され ますので、 おしまいに は 試みに その 用心 を さ 

れ ました。 

夏に ひでりが しましても、 山奥の 泉から 水が 引いて 

ありまし たので、 百姓 達 は 少しも 困りませんでした。 

， J うず い つつみ 

秋の はじめに 洪水が 出ましても、 前から 川の 堤が 高 

く 築かれて いました ので、 少しも 田畑 を 荒しませんで 

した。 そして 王子の 言葉が いちいち 当たる ので、 王様 

はじめ 御殿 中の 者 は 皆、 大変に 驚きました。 いっと は 
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